
平成29年度　事務事業マネジメントシート

Ⅰ　事務事業の目的・内容

Ⅱ　事務事業の実績・現状及び成果を表す指標の動きとコストの状況

Ⅲ　事務事業の評価、今後の方向性及び業務改善　＜※主管課長記入＞

⑴　事務事業についての評価及び今後の方向性

⑵　事務事業の業務改善について

3,000,000

③

対象

款

事業内容

事業開始か
ら現在まで
の状況変化

市民まつり実行委員会 意図
事業
目的

指標で表すこ
とができない
定性的な成果

⑤

⑥

指標

①

②

来場者数 35000

市民まつり補助事業

２節　生活の豊かさを実感できる流山（生活環境の整備） 主管課 コミュニティ課

会計 小事大事

01

目項

02 01 15 02 01

単位
目標
方向

算定式（成果指標の場合）

市民相互の連携とふるさと意識の高揚を図ることを目的に開催される市民まつりを主催する実
行委員会に補助金を交付する。

市民まつりは昭和５３年から開催している。平成６年度に補助金交付要綱を制定し、補助金の
目的を明確化した。補助金額は、平成１５年度４５０万円、平成１６～１７年度３８０万円、
平成１８～２０年度３００万円、平成２１～２３年度３６０万円。平成２４～２８年度３００
万円。

流山市民まつりを開催する。

主管課長 樋口　洋徳市民の主体的連帯活動に支えられたコミュニティの推進

名　　称 平成27年度 平成28年度 平成29年度

2-6

事業名

政　策
施　策

02

↗↗↗

平成29年度

0.25

3,000,000

2.00

3,000,000

市民をはじめ参加市民団体・企業等のふるさと意識の醸
成、姉妹・友好都市との交流を図る重要な機会となって
いる。

目的に対する現状（客観的事実・データに
基づく現在の状況や取組状況）

・企画、準備から撤収まで実行委員会
をはじめしないの各種団体、ボラン
ティア等の活動に支えられている。
・青空市、医療福祉関係の祭典、姉妹
友好都市物産展、市民・市民団体の発
表の場、子ども広場、はたらく車コー
ナーの６つの柱（イベントブース）で
計画、実施している。

想定耐用年数　（年）（建設又は取得年度のみ記入）

人役・嘱託(人)

④

うち一般財源

 事業費（ｂ）（円）

 職員給与費(ｃ)(円)

人役・再任用(人)

人役・臨職(人)

人役・職員(人)

事務事業の総ｺｽﾄ(a=b+c)

事務事業のコスト

33000 3300 人

9,531,800 15,019,250 14,713,250

1.21 2.00

必要性

平成28年度

3,000,000

3,000,000

12,531,800 18,019,250 17,713,250

平成27年度

0.75 0.75

今後の必要性

初期投資コスト（円）（建設又は取得年度のみ記入）

3,000,000

③取組の
課題

雨天であっても楽しめる内容での実施
が必要。

④今後
(H30以降)

の
改善計画

主催者である実行委員会と協議して決
定する。

①今年度
(H29)の
改善計画

②今年度
(H29)に
実施した

取組

事前準備や運営方法（ブース配置等）
について、実行委員会や関係機関と協
議していく。

キッコーマンアリーナ及びキッコーマ
ンアリーナ駐車場を会場に開催した。

Ｂ　達成できなかった

Ａ　対象者は適切である

Ａ　削減の余地はない

総合評価 Ⅱ　継　　　続　（事業を現状どおり継続すべき）

効率性

目標達成度

対象者の適切性

コストの削減

個別評価 Ｂ　市が担うととも
に、市民協働を進める
べき

有効性

市関与の必要性

Ｂ　必要性は変わらな
い


